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東京六本木ロータリー・クラブ会長
生きること活かすこと

東京六本木ロータリー・クラブ

2013年7月1日発行　第361号

　2013-2014年度　No. 1

　本年度のRIのテーマは、日本語では「ロータリーを実践し、みん

なに豊かな人生を」になりました。第２７５０地区ではこれを受けて、「新

しい風」をテーマとし、新鮮な観点からロータリーの組織改革と会

員増強に努めています。

　私は本年の東京六本木ロータリー・クラブのテーマを「生きるこ

と活かすこと」としました。

　ロータリアンであることが自らの人生に欠かせないものであり続けること、クラブを活

かして自己実現を図ることを意味します。もとより、RIのテーマも受けています。

　ロータリーは、社会に向けては職業を通じた社会奉仕を続けることが重要です。同様に

クラブ内部でも、職業を通じて会員相互が豊かな人生の栄養を提供し合うことが重要だと

考えています。

　私たちのクラブは、とりわけ人材に恵まれています。同じクラブに所属するのでなけれ

ば知り合うこともできなかった方々と親しくお話しできます。しかし、親しく会話を交わ

す方は、気がついてみますと、少し限られているようです。

　本年度も、素晴らしい卓話者から興味溢れるお話を聞かせて頂くことを願っています。

しかし外部卓話者のお話しに加えて、改めて「私の業界」「私の履歴書」という表題で、

会員の皆様同士で、各々が活躍しておいでの世界を教えて頂きたいと願っています。

　会員増強は結果であって目的ではありません。社会から存在意義を認めて頂くよう努め

ることはもちろんですが、例会で今日は誰とお話ししようかと胸を弾ませること、家や職

場で「今日はこんな話が出てね」と話題にできること、例会のみでなく会員同士が親睦の

できる機会を設けること、そのようなことを積み重ねて、楽しい会にしていきましょう。

　そのような一年を過ごしていくことで、１０周年という節目に備えましょう。

新年度会長挨拶　　平松和也会長

本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム

平成２５年７月１日

新年度会長・副会長挨拶



東京六本木ロータリー・クラブ

　本年度の副会長のご指名をお受けいたしました。併せて「会長

エレクト」として当クラブの発展に寄与することをお約束いたし

ます。

当クラブの奉仕活動が堅実に進められるよう会員の皆様のご協力

をお願いいたします。また、次年度は当クラブの創立１０周年を迎

えることになりますので、今年度初頭よりその準備に邁進する必要があるものと考え

ております。当クラブの会員間の融和と協力体制は確実に積み上げられておりますので、

そのような基盤に立って平松会長を輔弼しながら、次年度への足がかりとしたいと思

います。なにとぞよろしくお願いいたします。

新年度副会長挨拶　　山本良樹副会長

　平松会長年度のテーマ、「生きること活かすこと」をもとに会

長を補佐し、芳志と親睦の充実を計り、さらなる東京六本木ロー

タリー・クラブの発展、充実のお役に立てばと考えております。

皆様、宜しくお願い申し上げます。

新年度副会長挨拶　　松木隆央副会長

　２０１３-１４年度六本木ロータリー・クラブ幹事を仰せつかりました、

渡辺美智子でございます。東京西RCを親クラブに２００４年に設立

した、当クラブも９年目を迎えることとなりました。チャーター

メンバーとして末席に入れて頂き、最初の茶話会に出席させて頂

きましたことを昨日のように思い出します。迫る１０周年に向けて、

軽やかな助走を踏み出し、節目の年に向けて上手にバトンタッチができますよう、幹

事役としてしっかり努めて参りたいと思っております。お役目としての、クラブの運

営を丁寧に記録し保管するとともに、地区や地区委員会から発信される重要な情報を、

いち早く会員の皆様にお知らせできるよう、グループ内外のクラブや地区との連携を

図り、本年度平松会長の方針を理解し、クラブ運営が円滑にできますよう、緊張の一

年でありますが精一杯頑張りたいと思います。

　各委員会には、年度初めにつきましての準備に大変ご協力頂いておりますことを厚

く御礼申し上げるとともに、この一年間、皆様のご指導を仰ぎながら、「六本木ロー

タリーらしさ」を大切に、微力ながら努めて参る所存です。どうぞ宜しくお願い申し

上げます。

新年度幹事挨拶　　渡辺美智子幹事



国際ロータリー第２７５０地区　東京六本木ロータリー・クラブ

　６月２４日（月曜日）に、松島年度の最終夜間例会が開催されました。

多くの素敵なゲストも含め、約６０名の参加のもとにPM６:３０に例会

が行われました。

　松島会長がご挨拶で、一年間の謝辞と六本木RCの今後について

述べられた後、最後の開会点鐘が行われました。

　その後懇親会となり、関口幹事の乾杯の後、グランドハイアット東京

の特別な御料理とおいしいお酒でたいへん盛り上がりました。

　さらに、ソプラノ歌手大岩千穂様とピアノ田島様のソプラノコンサー

トが行われ、アンコールがでる程さらにヒートアップし、皆様充分に堪

能されたようでした。

　コンサート終了後、新旧の会長、幹事、役員の交代式が行われ、松

島年度から平松年度が始まりました。

　最後に、この一年間、４回の夜間例会を含み、会員の皆様のおかげ

をもちましてRCの精神である芳志と親睦ができました事を、親睦委

員会を代表しまして、心より御礼申し上げます。

　誠にありがとうございました。　　（親睦活動委員長　松木隆央）

　

２０１３年６月２４日
『年度末夜間例会』

松島会長のご挨拶

関口幹事による乾杯

大岩千穂様のソプラノコンサート 新旧交代式
（渡辺次期幹事はリスボン国際大会出席中）

　

佐藤特別代表のご挨拶
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東京六本木ロータリー・クラブ

会長  平松  和也 広報・週報
委 員 長

広報・週報
副委員長 

この印刷に使用している用紙は、森を元

気にするための間伐と間伐材の有効活用

に役立ちます

幹事  渡辺  美智子 片岡  雅敦広 報
委 員 長 安井  悦子 小篠  ゆま

例会日》 月曜日　12：30 ー 13：30　例会場》 グランドハイアット東京 (TEL : 03-4333-1234)

６月２４日の例会出席率（暫定）６月２４日の例会出席率（暫定）
・会員の例会出席数（出席率） ３７名

・ゲスト・ビジターの参加者数 ２１名

（７７％）

 ※ メーキャップを含めていない暫定の人数です。

山口　富久さん
会長、幹事お疲れ様でした。メンバーの皆様もお疲れ様
でした。
早速、来週は新年度ですね。

安間　百合子さん
光陰矢の如し、松島年度、大変お世話になりまして、本当
に有難うございました。

片岡　雅敦さん
会長・幹事・役員の皆様、一年間お疲れ様でした。心より
感謝申し上げます。

平松　和也さん
　松島会長ご苦労様でした。

中川　勉さん
　一年間ありがとうございました。

宇佐見　千嘉さん
会長、幹事ならびに役員の皆様方、一年間おつかれさま
でございました。心より感謝申し上げます。
新年度もよろしくお願い申し上げます。

小笠　裕子さん
皆様、一年間お世話になりありがとうございました。次年
度もどうぞよろしくお願い申し上げます。

柏原　玲子さん
松島会長、関口幹事、一年間本当に有難うございました。

大橋　寛治さん
ニコニコ目標達成と伺いお祝いに。
松島会長、関口幹事、一年間本当にお世話になりました。
ありがとうございました。

杉本　潤さん
親睦委員会の皆様、今夕の宴の準備、有難うございます。

三田　大介さん
松島会長、関口幹事、本当におつかれ様でした！

苅田　吉夫さん
今年度もすばらしい六本木RCライフでした。松島会長
以下のリーダーの皆さん、お疲れ様でした。新年度も宜
しくお願いします。

安井　悦子さん
松島会長、関口幹事、一年間お疲れ様でございました。
ありがとうございました。

石上　和敬さん
会長様、幹事様、本当にお疲れ様でございました。ゆっ
くりとお休み下さいませ。

松本　智さん
六本木ロータリー・クラブの皆様、お久しぶりです。
休会中ですが出席させて頂きます。
松島会長、おつかれさまでした。

ニコニコBOX情報

７９,０００円
２,０６８,５００円

６月２４日 合　計
累　計

次回のプログラム

本日のプログラム本日のプログラム

平成２５年７月８日

新年度委員長挨拶

【6月24日例会より】【6月24日例会より】

● 松島会長挨拶
　時間が経つのは実に早いものです。光陰矢の如し、1年
前の事が、つい昨日のように脳裏に浮かんできます。素晴
らしい六本木クラブの会長を務められたことは、本当に幸
せでした。皆さまに満足頂けたか自信はありませんが、大
過なくやって来られたのは、皆さまの温かい心遣いと支援
の賜物です。特に、二つの社会奉仕プロジェクト、①ミク
ロネシア連邦、ポンペイ短期大学への日本語教材支援―懸
案だったホワイト・ボードが現地に漸く到着したという連
絡がはいりましたので、併せて報告します―②福島県飯舘
中学校へのスポーツウエア支援、を今年度スタートするこ
とができたのは、一にかかって関係委員会委員長をはじめ
皆さまのご協力とご理解によるものであると深く感謝して
います。今後、この奉仕活動が継続され、さらに進化・深
化していくことを切望しています。
　２０１２～１３年度は終了しますが、ロータリーに寿命はあ
りません。われわれに寄せられたご厚意を、平松次年度、
そして１０周年を迎える山本年度にも引続きお与えくださ
いますよう改めてお願いいたします。そして、２０、３０年
後の将来、その時の我がロータリーメンバーが、最初の
１０年間で素晴らしい土台を築いてくれたと言って貰える
ように、手を携えロータリー活動に励んでまいりましょう。
この1年間の皆さまのご厚意に、重ねてお礼申し上げます。


